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日・Ｂ年 ８０ 悪の根
源

― 原初の正義と聖性の状態に
おける人間の本性。 ― アダ
ムにおけるすべての人間の連
帯。原罪とその結果の伝達。
罪との戦い。 ― 人間の諸現
実を再度、神に方向づける。
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― 原初の正義と聖性の状態における
人間の本性。

― アダムにおけるすべての人間の連
帯。原罪とその結果の伝達。罪との
戦い。

― 人間の諸現実を再度、神に方向づ
ける。

８０．１ 正義と聖性の本来の状態の
人間性

神は人間を他の被造物を支配するよ
うに創られました。「我々にかたど
り、我々に似せて、人を造ろう。そ
して海の魚、空の鳥、家畜、地の
獣、地を這うものすべてを支配させ
よう」１。そのため、神は、人間に
知性と意志を授けられました。それ
で、他のどの被造物に与えられるよ
り、さらに素晴らしい栄光を与えら
れました。そのうえ、神は人間を愛
するがゆえに、更にご自分の神的な
生命を共有させ２、何とかして、最



も深い神秘を浸透させることができ
るように人間を高めるように定めら
れました。これほど、人間本性に備
わったものの中で素晴らしい授かり
ものはありません。このために、神
は、聖化する恩恵３と超自然的な徳
と賜物を惜しげなく人間に与えられ
ました。神は、人間を聖性と正義を
持つものとして創造され、超自然的
に振舞う能力をお与えになりました
４。 恩恵によって、霊魂は、人間で
あることをやめずに神化されます。
その変化は、火の中に入れられると
白熱の光となって輝き、それ自体が
火のようになる鉄の変化に比較され
ます。このたとえはまだ十分ではあ
りません。恩恵は、火が鉄に引き起
こしたものより、もっと深い変化を
霊魂にもたらすからです。

さらに、神は、死、情欲、無知の免
除など外自然の賜物と称される無償
の賜物でアダムの本性を豊かになさ
いました。本来の正しい状態での人



間性の高潔さは、創造主に対する人
間の意志の完全で自由な服従から生
じるものです。これらの賜物に強め
られていれば、人間は、自分が知っ
ていることにおいて欺かれず、すべ
ての過ちを免れています。人間の身
体は自分の力によるのではなく、霊
魂に印された超自然的な力のお陰で
それが神と一致してさえいれば、腐
敗を免れ永遠を享受しました５。 神
は、アダムに全人類を見ておられま
す。本来の正義と聖性の賜物は、一
人の人間にではなく、アダムの後も
子孫に伝えられるという原則によ
り、全人類に与えられました６。 私
たちは皆、神との友情のうちに生ま
れ、霊魂と身体を神から授けられた
完全さで飾られ美しくされていたは
ずだったのでしょう。その瞬間が訪
れた時、神は、一人ひとりを恩恵の
うちに強め、苦しみもなく死の瞬間
を被ることもなく、この世から連れ
去ったことでしょう。神は、このよ
うに、天国で永遠に続く幸福を楽し



ませるために来られたことでしょ
う。

これほどまでして、神は、最初の人
間にご自分の善を注ぎ込まれたので
す。これは、神のご計画によるもの
です。この計画が成就されるため
に、神は、人間が恩恵によって自由
に協力することをお望みになりまし
た。同じように、神は今、この祈り
の時に、私たちが受ける多くの恩恵
に一致するように願っておられま
す。私たちが、永遠のために天国を
手に入れなければならないのは、今
いるここ、つまりこの世です。

８０．２ すべての人はアダムの仲間
であること。原罪の伝えられること
とその結果。罪との戦い

私たちは啓示で、神の似姿として創
られた人間に原始義（もともとの義
の状態）と完全性が与えられていた
とは言え、人間が自由を付与された
被造物である限り、他の霊的存在と



同じく、最初に自由に関してテスト
を受けないわけには行きませんでし
た７。神は、一つの条件を人間に与
えました。善悪の知識の木の実を食
べてはならない。それを食べるなら
必ず死ぬだろう８。 この掟は悲しい
ことに破れられたことを私たちは聖
書で知っており、今日、ミサの第１
朗読９では、人間が置かれた状態に
ついて読みました。蛇に化けた悪魔
が神の命令に従わないように最初の
女性をそそのかし、神の掟に従わせ
ないようにさせたのでした。女は木
の実を取って食べ、一緒にいた男に
も渡したので、男も食べました１０。
神への従順は打ち破られました。諸
能力の間の調和は崩壊し、聖性と原
始義は失われ、不滅の賜物も失いま
した。そして、「死の力をもつも
の」に服従し始めました（ヘブライ
2・14）。 つまり悪魔に、です。ご
まかしの罪によって、アダムの全人
格は、身体と霊魂に関するすべてが
悪い方に変わりました１１。 彼は、楽



園から追放されました。たとえ、人
間の本質に楽園にいたときの固有の
ものが残っていたとしても、人間
は、それ以来ずっと良いことを行お
うとしても厳しい障害に出合うので
す。なぜなら今や、人間の内に悪へ
の傾きがあるからです。歴史の初め
に人祖によって犯された原罪は、こ
の世に生まれてくるすべての人間に
世代を超えて伝えられました。これ
は、教会で幾度か宣言された信仰の
真理です１２。

原罪の事実と、それが個々の人間の
霊魂の内奥に引き起こす葛藤は、証
明できる真理です。信仰はその根源
を説明します。そして、私たちは
皆、その結果を経験します。神の啓
示によって知らされるこれらのこと
は､人間の経験と一致する。人は自分
の心を糾明すれば、悪に引き寄せら
れる、聖なる創造主に源を発するは
ずのない多くの悪のもとに自分が埋
没しているのがわかります１３。 恩恵



がなければ、人間は、人としての尊
厳を取り戻す力がないことに気づき
ます。

教皇パウロ六世は、人間は、堕落し
た本性を持ち、人間が以前与えられ
た恩恵の賜物を持たないので、罪の
うちに生まれると教えています。人
間の本質に固有の自然の力は傷つけ
られ、死の力に服従しています。さ
らに、原罪は、模倣によってではな
く遺伝によって人間の本性に付随し
て伝えられて、一人ひとりに特有の
ものであるかのように、すべての人
間の中に見出されます１４。

アダムの中には全人類が持つ神秘的
な仲間意識があります。それは、人
は誰でも、その中で自分は一人の人
間だとみなすことができるほどまで
に、人祖から受け継いでいる同じ本
性に共に結ばれているということで
す１５。 最初の不従順以前のアダムに
おいて、すべての人間を一つにした



連帯の恩恵は、罪における連帯に変
わりました。元々の聖性（原始義）
の状態がアダムの子孫に伝えられた
はずだったのが、その代わりに無秩
序が伝えられてしまったのです１６。

悪がこの世と私たちの内にもたらし
た光景、また理性に従わない身体の
傾きと本能を見ると、啓示にある深
い真理が良く理解できますし、唯一
の真の悪であり、この世に存在する
すべての悪の根源である罪と戦うよ
うになります。

「あなたとわたし、そして全人類の
罪と惨めさが、こんなに数多いと
は。『わたしは咎のうちに産み落と
され、母がみごもったときも、わた
しは罪のうちにあったのです』(詩編
50・7)。 原罪に汚れた人間の一人と
して生まれたわたし。知りつつ、望
みつつ、犯してしまった自罪の
数々。この汚れからわたしたちを清
めようと、イエスは自分を低くして



奴隷の姿をとられた(フィリピ2・7参
照)。主の御母でありわたしたちの御
母でもある聖マリアの胎内で人とな
り、三十年間、聖ヨセフと共に大勢
の人々と変わりなく働かれた。教え
を垂れ、奇跡をなさった。しかし、
そのお方にわたしたちは十字架で報
いたのだ。痛悔しないでいられよう
か」１７。

８０．３ 人間の全現実を再び神に向
ける

神は、私たちの人祖を楽園から追い
出しました１８。 人間が神から離れた
状態でこの世に来たしるしとして追
い出されました。超自然的なものを
伝えるかわりに、アダムとイブは罪
を伝えました。彼らは、子孫に残る
はずだった相続を失いました。罪の
結果は、直ちにアダムとイブの最初
の子どもたちに現れました。カイン
は妬みからアベルを殺したのです。
同じように、個人的であろうと社会



的であろうと、すべての悪は、人祖
にその根源を見出します。たとえ、
洗礼が原罪と洗礼を受ける前に犯し
てきた個人的罪の罪と罰を完全にゆ
るすとしても、洗礼は、罪の結果か
ら彼を解放せず、過失や情欲、死に
依然として支配されたままです。

「原罪は高慢の罪でした」１９。私た
ちが社会で、個人の生活で、すべて
において、神の教えを守ろうとすれ
ば、必ず私たちはそれぞれ皆これと
同じ高慢の誘惑に陥ります。「あな
たは神のようになるだろう」２０。五
感と能力の乱れた人間が耳にするの
はまさにこの言葉です。初めのよう
に今もまた、多くの場合、人間は自
分を善と悪の間の調停者にする自治
権を追い求めて、創造主への愛と従
順からなる偉大な最高善を忘れてし
まいます。彼が、平和と本能と理性
の調和、そして他のすべての良いも
のを取り戻すのは創造主においてし
かありません。



世間の只中で行う使徒職は、私たち
一人ひとりとその行い（法律や教
育、その他の仕事）を、創造主との
関係において正当な場へと導くこと
でしょう。神が、国や社会のある所
に現存される時、人々とともに生き
ることがより人間的になります。世
の中を荒廃させ、社会のより進んだ
正義の成就を妨げる争いを解決する
には一つの方法しかありません。そ
れは再び神に近づき、改心を実現さ
せることです。すべての悪は、人々
の心の中にあります。それこそ癒さ
れるべきなのです。原罪つまり、今
日も人間や社会の内で働いている原
罪についての教えは、要理教育とあ
らゆる種類の養成（形成）において
根本的に重要な点で、決して無視さ
れるべきではありません。時に深く
混乱しているように思われるこの世
の中で私たちが直面しているのに気
づいても、私たちは、ただ腕を組ん
で何もできない状況に圧倒された人
のように、肩をすくめていることは



できません。大きな決心をすること
は必要ありません、おそらくいずれ
にせよ、大きな事は私たちの関心事
ではないでしょうから。そうではな
くて、神が私たちの手の届く範囲内
に置かれた事柄での自分の役割を果
たさなければなりません。そこにキ
リスト教的な方向性を付与するため
です。

並外れた恩恵と特典によって、純潔
のままの受胎の最初の瞬間から、原
罪の罪のすべての汚れを免れている
至聖なる御母マリア２１は、私たちを
悩まし続ける悪の根源まで見極める
ように教え導いてくださるでしょ
う。何よりも、聖母は、私たちがど
んな立場にいようと、神との友情の
内に私たちを強めてくださるでしょ
う。
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